
 

別紙 3 

有識者評価委員会委員に関する人選基準 

2012.09.28 

移管契約第 13 条検討委員会 

■はじめに 

この文書は、JPNIC が JPRS へ移管した JP ドメイン名登録管理業務が適切に実施されているかど

うかを判定するために設置される、有識者評価委員会の委員候補の人選基準を示したものである。 

 

 

■人選にあたっての基本的考え方 

理事会が承認した評価基準に基づく実績評価を行うという目的に適う、人格・識見に優れた５名

程度の方々に委員を委嘱する。 

 

 

■人選基準 

次の３つの事項を考慮して定員の２～３倍の委員候補者を選出し推薦する。 

 

１．候補者に求められる資質 

候補者は以下のいずれかの資質を有するものとする。 

 

(1) ICANN の活動と動向に理解があること 

(2) ドメイン名の特性（技術的側面）に知見があること 

(3) ドメイン名の特性（社会的側面）に知見があること 

(4) 国際的契約を含めた法律的な知見があること 

 

２．候補者を選任する領域 

候補者は以下の領域から、資質と領域を組み合わせたバランスを考慮して検討し、選任するも

のとする。 

 

(A) 学界（大学・研究機関） 

(B) 法曹界（弁護士）または会計専門家集団（公認会計士） 

(C) 産業界（企業・団体） 

(D) 利用者（企業・公的機関1・消費者） 

 

 

                                                  
1利用者を代表する公益法人などの団体を想定しています。 
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３．その他 

候補者の選出にあたっては以下の者は除くこととする。 

 

（ア） JPNIC の役員・職員 

（イ） JPRS の役員・従業員 

（ウ） JPRS の株主である者（組織として株主である場合は当該組織の責任者） 

（エ） JPRS と協調または競合する事業を行う組織（JPRS の指定事業者を含む）の役員・

従業員 

（オ） その他、JPNIC および JPRS と上記（ア）～（エ）と同等の利害関係を持つ者 

（カ） 政府・地方自治体の職員 

 

以上 

 


